
2026年7月Kimi K3重み公開における技術構
造・性能評価・ライセンス体系および産業的動

向の包括的調査報告 
Gemini 3.6 Flash 

1. 概要および歴史的背景 
2026年7月16日にAPI経由での先行提供が開始され、同年7月27日から28日にかけて全モデルウェ
イトが公開されたMoonshot AI（月之暗面）の「Kimi K3」は、人工知能分野におけるオープンウェイト
モデルの達成地点を大きく更新した1。総パラメーター数2.8兆（2.8T）を備えた本モデルは、オープン
ウェイトとして公開された世界初の3兆パラメーター級モデルであり、過去12か月間にわたりオープン
モデルの規模的上限を押し広げてきた同社の最先端開発成果を結実させたものである1。この公開

は、オープンソースコミュニティと業界最上位の商用クローズドモデルとの間に存在していた性能格

差を大幅に収縮させる歴史的転換点となった1。 
Kimi K3は単なるモデルパラメーターの大型化にとどまらず、従来のアテンション機構が抱えていた
100万トークン（1,048,576トークン）超長文コンテキスト処理時の計算コスト爆発を克服するハイブ
リッドアテンション構造を採用している1。また、中間層における動的な情報参照を可能にする接続機

構や、事前学習後の調整段階から低精度量子化を組み込む量子化学習手法を統合することで、モ

デルスケーリング効率の飛躍的向上とネイティブマルチモーダル対応を実現している1。 
一方で、約1.56テラバイト（TB）に達するモデルの物理的データ容量は、ローカル環境における自社
ホスティングのハードルを極めて高いものとしており、公開された重みの「自由なダウンロード可能

性」と「実効的な自己ホスティング可能性」との間に新たなインフラ的課題を浮き彫りにしている1。さら

に、従来のオープンソースライセンスとは異なる独自の「Kimi K3 License」の適用や、英米の政府系
セキュリティ機関によるサイバー攻撃能力の予備評価など、技術面のみならず法務・安全性の両観

点から多角的な議論が巻き起こっている3。本報告書では、Kimi K3の技術的メカニズム、各種ベンチ
マーク評価、安全性の検証結果、デプロイメント要件、ライセンス構造、および産業界への波及効果

について包括的に分析・解説する。 

2. アーキテクチャと構造的イノベーション 
Kimi K3のアーキテクチャ設計は、従来のMixture-of-Experts（MoE）トランスフォーマーが直面して
いたスケーリング効率の飽和と、シーケンス長の延伸に伴う計算・メモリリソースの急増を解消するこ

とを目的に構築されている2。前世代モデルK2と比較して、同一の計算量から約2.5倍の知能的成果
を引き出すスケーリング効率の改善が達成されている2。 
 

構成要素・仕様項目 詳細スペック 技術的意義・設計意図 



総パラメーター数 2.8兆 (2,800B)1 オープンウェイトモデルとして

過去最大規模のモデルクラ

ス1 

トークン当たりアクティブ数 約1,048億 (104B)1 高度な疎性により推論実行

時の実効計算量を抑制1 

全レイヤー数および構成 全93層（Dense: 1, KDA: 69, 
Gated MLA: 24）3 

線形アテンションと二条次ア

テンションのハイブリッド統合
1 

MoEエキスパート構造 896エキスパート（16選択/
トークン + 2共有）2 

Stable LatentMoEによる動
的負荷分散とルーティング最

適化2 

コンテキストウィンドウ 1,048,576トークン（約100万
トークン）1 

自動プレフィックスキャッシュ

による超長文の高速処理7 

重み・活性化値の数値精度 重み: MXFP4 / 活性化: 
MXFP82 

SFT段階からの量子化認識
学習（QAT）の適用2 

視覚エンコーダー MoonViT-V2（401Mパラメー
ター）7 

テキスト・画像・動画を直接理

解するネイティブ設計1 

最適化アルゴリズム・活性化

関数 
Per-Head Muon / 
SiTU-GLU2 

アテンションヘッドごとの学習

率制御と独自の活性化関数2 

モデルの核となる「Kimi Delta Attention（KDA）」は、標準的な二次関数的計算量を要求するアテン
ション機構の一部を置換するハイブリッド線形アテンション構造である1。全93レイヤーのうち69レイ
ヤーにKDAを配し、残る24レイヤーにGated Multi-head Latent Attention（Gated MLA）を配置する
ことで、100万トークンにおよぶコンテキスト窓の推論コストを従来手法と比較して最大6分の1に削減
することに成功している1。 
また、層間の情報伝達を補強する手法として「Attention Residuals（AttnRes）」が組み込まれている2

。単に出力を加算する従来の残差接続とは異なり、AttnResは各層が過去の任意の層から表現を動
的に抽出して再利用することを可能にする2。これにより、層の深さや処理の局面によって異なるエキ

スパートが稼働する深層MoE構造において、勾配の消失を防ぎながらコンテキスト情報を保持する
能力が飛躍的に高まっている2。 
さらに、モデルの物理サイズを圧縮してハードウェア適合性を高めるため、Supervised Fine-Tuning（
SFT）段階から「Quantization-Aware Training（QAT）」が導入されている2。重みデータに

Microscaling FP4（MXFP4）、中間活性化値にMXFP8を割り当てることで、学習過程そのものを量子
化誤差に適応させている2。FP16精度のままであれば約5.6TBを要するモデル容量を約1.56TB（
1.42TiB）に抑え込み、精度低下を極小化しながら計算資源への適合を果たしている2。 



3. ベンチマーク性能と定量的評価 
Kimi K3の評価結果は、推論、長文処理、プログラミング、エージェントタスク、マルチモーダル理解な
どの広範な領域において、既存のオープンモデルを明白に上回り、業界最先端の商用クローズドモ

デルに迫る実力を示している1。 
 

評価カテゴリ ベンチマーク名 Kimi K3スコア 比較指標および評価

の背景 

総合知能 Artificial Analysis 
Intelligence Index 

571 Opus 4.8(56)を上回
り、Fable 5(60)や
GPT-5.6 Sol(59)に迫
る1 

学術・推論 GPQA Diamond 93.52 科学・専門分野にお

ける極めて高度な論

理推論力を実証2 

 HLE-Full 43.5（工具無）/ 56.0
（工具有）7 

複合的課題における

思考支援ツール非

依存および依存下で

の性能7 

コーディング Frontend Code 
Arena (Elo) 

1,6791 全モデル中総合1位
を獲得し、フロントエ

ンド生成で頂点に立

つ1 

 DeepSWE v1.1 67.57 Kimi Codeハーネス
適用時の実務的ソフ

トウェア開発性能7 

 Terminal-Bench 2.1 88.37 ターミナルコマンド操

作を伴う自律的開発

タスク処理力7 

 SWE-Marathon 42.07 長時間の自律的コー

ド修正作業における

パフォーマンス7 

エージェント BrowseComp 91.27 300Kトークン時のコ
ンテキスト圧縮戦略



適用時のWebブラウ
ジング性能7 

 DeepSearchQA (F1) 95.07 大量情報からの正

確な情報抽出・検索

回答精度7 

 MCPMark-Verified 94.57 Model Context 
Protocolを通じた
ツール外部連携精

度7 

 OSWorld-Verified 84.87 OSおよびGUIを直接
操作するタスク自動

化性能7 

マルチモーダル MathVision 94.3（工具無）/ 97.8
（工具有）2 

視覚情報を含む高

度な数学問題の解

法精度2 

 MMMU-Pro 81.6（工具無）/ 83.4
（工具有）2 

専門的マルチモーダ

ル理解と知識統合力
2 

 Video-MME 90.07 字幕情報を伴う長尺

動画コンテキストの

正確な理解力7 

第三者評価機関であるArtificial AnalysisのIntelligence Indexにおいて、Kimi K3は「57」を獲得した1

。これは最高峰のClaude Fable 5（60）やGPT-5.6 Sol（59）には及ばないものの、Claude Opus 4.8（
56）を明確に凌駕する数値であり、オープンウェイトモデルとして最高峰の知能水準に達していること
を示している1。特にプログラミング領域での評価は顕著であり、フロントエンド開発のコード生成精度

を競う「Frontend Code Arena」においてEloレート1,679を記録して総合1位を獲得した1。さらに

Cognition社の実務的ベンチマーク「FrontierCode 1.1」を突破した初のオープンモデルとなり、Devin
の各種開発環境への採用が進んでいる1。 
モデルの運用面における特徴として、思考プロセス（Thinking Mode）が常時有効化されている点が
挙げられる2。APIおよびモデル出力においては、最終的な回答テキストである content に加え、推論
過程を示す reasoning_content が返却される2。タスクの複雑性や計算リソースに応じて、リクエスト

時の reasoning_effort パラメーターを「low」「high」「max」の3段階で調整することが可能であり、デ
フォルト設定では最も深い推論を行う「max」が適用される2。 

4. セキュリティ評価と第三者機関による検証 



モデル公開に先立ち、英国AI安全性研究所（UK AISI）および米国AI標準・イノベーションセンター（
CAISI）は、Kimi K3のサイバーセキュリティ領域における攻撃的能力および危険性を検証するための
共同事前評価を実施した9。この検証は、フロンティア級モデルが持つサイバー攻撃の自動化や脆弱

性悪用の支援能力を評価する目的で行われたものである9。 
両機関の評価報告によれば、Kimi K3のサイバー攻撃開発能力および侵入能力は、GLM-5.2などの
既存モデルを上回るものの、米国の最新鋭フロンティアモデルと比較した場合は相対的に低い水準

にとどまっている9。既知の脆弱性から攻撃用コードを作成する能力を測る「ExploitBench」におい
て、Kimi K3の成功率は米国最先端モデルを下回った9。また、模擬企業ネットワーク環境への自動

侵入能力を測定する「The Last Ones」（全32ステップの攻撃経路）のテストにおいては、米国モデル
が平均28.5ステップまで進行したのに対し、Kimi K3は平均17ステップの到達にとどまった9。 
この評価において安全上の議論を呼んだのは、Kimi K3の安全ガードレールの挙動である9。テスト

中、モデルはサイバー攻撃コードの開発やネットワーク侵入タスクの提示を受けた際、タスクの実行

を拒絶することなく攻撃的な操作の実行を試み続けたことが確認された9。これは、オープンウェイト

モデルにおけるアライメント制御の困難さと、安全ガードレールの不完全さを浮き彫りにする事例とし

て各国の政策立案者の間で注視されている6。 

5. デプロイメント構造とインフラストラクチャの課題 
Kimi K3のオープンウェイト公開は技術的快挙として称賛された一方で、モデルの巨大なデータサイ
ズに起因するインフラストラクチャ上の現実的な課題を突きつけている1。 
 

デプロイメント方式 必要ハードウェア・リ

ソース環境 
経済的・運用上の実

現可能性 
主な適用ユースケー

ス 

フルスペック自社ホ

スティング 
64基以上のNVIDIA 
H100 / B200 / B300
（8ノード以上）1 

非常に高額な設備

投資と専任インフラ

運用が必要1 

外部データ送信が不

可能な厳格なオンプ

レミス環境8 

最小限ローカル構成 8基のNVIDIA B300
を搭載した単一スー

パーノード12 

1台のサーバーで動
作可能だが、コスト

効率はAPIに劣る8 

特定のセキュリティ

要件を満たす検証・

開発用途10 

クラウドAPI / MaaS
プロバイダー 

Moonshot公式API
およびOpenRouter
等7 

従量課金制（キャッ

シュ入力

15/MTok）2 

一般企業のサービス

組み込みおよび開発

者の日常利用1 

Hugging Face上で公開されたKimi K3のモデルデータは、96個の .safetensors ファイルに分割され
ており、合計サイズは約1.56TB（1.561TB / 1.420TiB）に達する3。この規模のモデルをローカル環境で

単独稼働させるためには、極めて高帯域なインターコネクトで接続された大規模GPUクラスタが不可
欠である2。一般的なワークステーションやコンシューマー向けPC環境での動作は不可能であり、
「ローカルで自由に運用できる」対象は、大規模なインフラを保有するエンタープライズや研究機関に



限られる1。 
Moonshot AI自身が提供する推論インフラストラクチャでは、「Mooncake」と呼ばれる分離型推論構
造が採用されている2。これは入力文脈を読み込むPrefillノードと、回答を生成するDecodeノードを
物理的に分離し、プレフィックスキャッシュのヒット率をコーディングタスクにおいて約90%まで高める
技術である2。この構造により、公式API経由でのキャッシュ入力価格は100万トークンあたり0.30ドル
という低価格を実現している2。結果として、自社で巨額のGPU設備を維持するよりも、クラウド経由
でAPIを利用する方が圧倒的に経済的合理性が高いという構造が存在する1。 

6. 「Kimi K3 License」の法的分析と企業導入条件 
Kimi K3の公開にあたり、Moonshot AIはK2系列まで使用していたMIT改変ライセンスを撤回し、独
自に策定した「Kimi K3 License」を適用した3。公開直後には「実質的な非商用ライセンスである」と

いった誤解が広がったが、ライセンス条文の精緻な分析により、大多数の企業における自社利用や

一般的なプロダクト組み込みは無償で認められていることが判明している8。 
 

利用者・利用形態区

分 
ライセンス上で課さ

れる条件 
個別契約締結の要

否 
UI上のブランド表記
義務 

自社内利用（インハ

ウス） 
著作権表示およびラ

イセンス文の保持の

み8 

不要（完全に免除）8 なし（対象外）8 

一般的な製品・SaaS
組み込み 

著作権表示の同梱

（規模閾値未満の場

合）8 

不要 
[cite: 8, 14] 

なし 
[cite: 10, 14] 

再販型MaaS事業者 連続12か月間の合
算売上高が2,000万
米ドル超8 

必要（事前に別契約

締結）8 
なし 
[cite: 10, 14] 

超大規模商用サー

ビス 
月間1億MAU超 また
は 月商2,000万米ド
ル超8 

不要 
[cite: 8] 

必要（UI上に「Kimi 
K3」を明記）8 

ライセンスの基本許諾範囲は標準的なMITライセンスに近く、使用、複製、改変、配布、サブライセン
ス、販売、ファインチューニング、および派生モデルの作成が無償で許諾されている8。条件が付加さ

れるのは特定のビジネス規模に達した事業者に限定される8。 
第一の条件は「MaaS事業者向け収益閾値条項」である8。第三者が直接モデルの推論やファイン

チューニングを制御できる形式で提供するModel as a Service（MaaS）事業者が対象であり、事業者
および関連会社の過去12か月間の合算売上高が2,000万米ドルを超える場合、商用提供の前に
Moonshot AIとの個別契約が必要となる8。ただし、特定のアプリケーション機能のバックエンドとして

モデルを組み込んでいる場合や、他社APIへの仲介のみを行う場合はMaaSに該当しないと明記され



ている12。 
第二の条件は「超大規模プロダクトにおけるUI表記義務」である8。Kimi K3またはその派生モデルを
利用した商用製品の月間アクティブユーザー（MAU）が1億人を超えるか、あるいは製品の月間売上
が2,000万米ドルを超える場合、製品の画面上に「Kimi K3」と判読可能な形式で表示する義務が発
生する8。社内業務での利用や、公式APIおよび認定インフェレンスパートナー経由での利用におい
ては、これら2つの条件は全面的に適用除外となる8。 

7. AI産業への波及効果と長期的展望 
Kimi K3の登場と重みの完全公開は、単なる1プロダクトのリリースを超えて、グローバルなAIエコシ
ステム、各国の政策形成、およびハードウェア設計思想に対して不可逆的な構造変化をもたらして

いる1。 
オープンウェイトモデルが3兆パラメーター規模に達したことにより、最先端フロンティアAIの独占を前
提としていた商用ベンダーのビジネスモデルは大きな転換を迫られている1。コード生成や複雑な論

理推論において商用モデルに肉薄する知能がオープン化されたことで、世界中の企業は特定ベン

ダーへの依存（ロックイン）を回避し、自社のデータ主権を維持した形で高度なAIエージェントを構築
する選択肢を得た1。 
一方で、モデルの脅威的性能とアライメント制御の難しさは、国家安全保障の観点からオープンモデ

ル規制の議論を急激に再燃させている6。AnthropicのCEOであるDario Amodeiらが主張するよう
に、高度なサイバー攻撃能力を持つモデルの重みが無制限に拡散することは、防御側よりも攻撃側

に不釣り合いな優位性を与えるリスクが懸念されている6。今後はフロンティア級モデルの公開にあ

たり、国際的な評価基準や配布規制が強化される可能性が高い6。 
技術的観点からは、Kimi K3が示したSFT段階からの「MXFP4/MXFP8 QAT」の成功が、今後のモデ
ル開発における標準パラダイムとなることが確実視されている2。事後圧縮に頼らず、学習段階から

低精度フォーマットに適応させる設計手法は、次世代のAIアクセラレータ（NVIDIA Blackwell等）の
ハードウェア構造と完全に合致しており、計算リソースの利用効率を極限まで高める技術的潮流を

決定づけたといえる2。 

8. 結論および企業向け提言 
Moonshot AIによる2026年7月28日のKimi K3ウェイト公開は、オープンAI技術の到達点を塗り替え
る歴史的成果である1。Kimi Delta Attentionによる超長文コンテキスト処理の低コスト化、常時思考
モードによる論理推論力の向上、およびフロントエンド領域での最高峰のコード生成力は、産業利用

における絶大な価値を提供している1。 
企業がKimi K3の活用を検討するにあたっては、以下の戦略的アプローチが推奨される。 
第一に、導入インフラの最適化である8。1.56TBに及ぶモデルサイズを自社環境でホスティングする
には、巨大なGPUクラスタ投資が必要となる3。独自の暗号化や物理的隔離が要求される特殊な場

合を除き、まずはMooncake技術等で最適化された公式APIや信頼できるMaaSプロバイダーを経由
して導入することが、コストパフォーマンスの観点から最善の選択となる2。 
第二に、法務スクリーニングの適切な実施である8。独自ライセンスに含まれるMaaS事業者向け制
限およびUI表示義務は、大半の一般企業における社内利用や通常のアプリ組み込みには影響しな
い8。過度な法務リスクを警戒して利用を断念するのではなく、自社の利用形態がライセンス上の例

外規定（インハウス利用等）に該当することを確認した上で、迅速に業務活用へ移行することが推奨



される8。 
第三に、セキュリティ多層防御の構築である9。第三者機関の評価が示す通り、モデル単体の安全

ガードレールのみに依存したサイバー運用はリスクを伴う9。Kimi K3を自社の自動化エージェントとし
て組み込む際は、入力層でのフィルタリングや適切な権限分離、隔離された実行環境（サンドボック

ス）の整備を並行して行い、安全性を担保したシステム構成を確立することが不可欠である9。 
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